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	はじめに
	東北大学附属図書館では，平成17年度に貴重図書目録和漢書篇を刊行した。このことは，すでに附属図書館広報誌『木這子』に簡略な報告をしたP1) P。そこで詳細な報告を作成することを予告し一部は公表したP2)P が，『木這子』が編集方針を変更し，そうした報告を掲載すべきところではなくなった。また貴重図書目録の凡例に「その他の改変事項・参考文献等については，東北大学附属図書館報『木這子』に掲載予定。」と注記し編纂方針等の公表を予定していたが，これも果たしていない。今後場所を改め既発表部分も改稿した上で公...
	1. 貴重図書目録について－冊子体目録は必要か
	和漢書貴重図書目録刊行の際，根本的な問題となったのは，電子目録が一般化する中で冊子体目録刊行はそもそも必要なのかということであった。過去に作成したカード目録等を保存し，紙媒体の目録を複数作成しておくことは，非常事態の備えとしても重要である。だが，日常利用する目録としては意味があるのか。平成10年代の段階では電子目録に馴染まない研究者は少なくなかったから，現在の要望はある。しかし，将来はどうであろうか。目録刊行が現実化する頃には，冊子体目録はむしろ貴重図書データベースの付録のような位置づけになってい...
	貴重図書目録の編纂を開始した時には，データベース作成の作業も同時に進めていたから，冊子体目録と電子目録の役割分担について検討する必要があった。「冊子体目録はデータベースから印刷すれば，簡単にできる」といった声もあった。それは事実でもあるが，冊子体目録を作成するからには，データベースから機械的に作成できる目録とは違った性質のものであるべきだと考えた。電子版は機械的にマニュアルに従って作成できるように，一方冊子は機械的にはできない要素を組み込むことを考えた。例えば五十音による配列は，従来の附属図書館の...
	電子目録がどのように進化するか明確な見通しがあったわけではないが，貴重図書の点数であれば，冊子を手にして人の目で検索することは，古典籍については有効な部分が多いはずであるとは思われた。逆に，この程度の点数でデータベースを作成しても，有用なものにはならないのではないかという危惧があった。冊子体編集にあたりこの「人の目で，人の手で」ということは殊更に意識した。例えば，同種あるいは関連する資料はなるべく見開きに納めるようにした。必要に応じて複写利用することを想定して，複写しやすい装丁とした。このために工...
	平成17年度版貴重図書目録では，貴重図書を指定理由に合わせて，四つに大別している（目次参照）。①古写・古刊本②原本稿本③書画画図④稀本（刊本）である。所謂随筆・雑記は，②原本稿本に入る。本人の自筆稿本が数点指定されている場合には，著者でまとめて配列した。内容上書画に関する記事が中心であると判断されたものは③書画画図の「書画」に分類した。その他のものを，分類項目は立てていないがかためて配列した。随筆・雑記類は点数でも貴重図書のかなりの割合を占めている。分量（丁数の合計）で計れば相当なものになる。この...
	2. 随筆・雑記類について－貴重図書目録の「余白」
	随筆・雑記類については，この貴重図書目録はあまり有効ではない。書名からは一部の著名なものは別として，和漢の故事を典拠とした風流優雅な名称に心誘われることはあっても，要するに随筆・雑記類であるということしか分からない。著者名は手がかりとはなるが，折角手続をして閲覧した利用者を失望させることもないとはいえない。優れた学者や作家であっても，日常の手控や勉強ノートは，つまりは平凡であることもまた当然である。まして，どのような人物の手になるのかわからない随筆・雑記をわざわざ閲覧してみようと思わせるような工夫...
	随筆・雑記の原本を手にする時は，その他の写本とは異なる独特の期待感が湧く。表紙の書名からはほとんど何も分からない。源氏物語の写本ならば，重要な伝本であっても，そこに何が書かれているか予め分かっている。源氏物語の注釈書であれば，未知の記述が含まれていることもあるが，おおよそどのようなことが書かれているか想定できる。随筆は開けて見るまでは分からない。第一丁を見ても，第二丁に何が書かれているか，予測できない。随筆筆者の持つ自由性は，読者の前には未知性として繰り広げられる。
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	印刷・出版の進歩にすがって「全集」を出せば得々として能事おわれりとする風潮に抵抗を行ったのであろうと思います。これが私の解釈であります。全集を編集する暇があったらその原資料を探訪し，それについて研究をおこなうべきだ，というのがその立場であったろうと私は思います。
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